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要 ᪨ 
 国土地理院では，電Ꮚ国土基本図の整備を行って

いるが，その一部としてⓏᒣ道情報を更新している．

空中写真に写らないようなⓏᒣ道は現地調査をᚲ要

とするため，迅速に更新することが難しかった．他

方，Ⓩᒣ⪅の㐼難の୺ᅉは道㏞いであり，Ⓩᒣ⪅の

安全のために正☜なⓏᒣ道情報を提供することがồ

められている． 
国土地理院はⓏᒣ道情報を迅速にಟ正するため，

Ⓩᒣ⪅によってス࣐ートフ࢛ンなどで取得された⛣

動⤒路情報が，ࣅッࢢデータとして⵳積されている

ことに着┠した． 2017 年 12 月にⓏᒣコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ

イトを運Ⴀする民間企業ࢧ 2 社と協力協定を締結し，

2 社から提供を受けた⛣動⤒路情報のࣅッࢢデータ

を活用してⓏᒣ道情報のಟ正を開始した．2018 年 3
月には，⛣動⤒路情報のࣅッࢢデータを活用してಟ

正したⓏᒣ道情報を地理院地図で公開した．その後，

日本全国の୺要なᒣ域を中心にಟ正を行ってきたが，

Ⓩᒣ道とᒣᑠᒇ等の他の地≀との఩置関係など，⛣

動⤒路情報だけではุ᩿が難しいことがわかり，公

益社団法人日本ᒣᓅ会からも情報提供を受けながら

ಟ正を進めている． 
引き⥆き⛣動⤒路情報のࣅッࢢデータを活用して

正☜なⓏᒣ道情報を迅速に提供することで，Ⓩᒣ⪅

の安全と利便性向上に貢献していく．  
 
1. はじめに 
国土地理院は国の基本図として電Ꮚ国土基本図を

整備しており，このうち୺要な道路や大規模ᘓ≀，

行ᨻ⏺等の地≀に変化が生じた場合は資料を཰㞟し

て迅速な更新を行っている．一方，その他の地≀に

ついては，࢜ルࢯ画像や地方公ඹ団体が整備する㒔

市計画基図等を活用し，比㍑的長期の間㝸で，変化

状況に応じて日本全国を面的に更新している． 
Ⓩᒣ道情報については，電Ꮚ国土基本図のᚐṌ道

の一部として更新を行っている．初期整備時には空

中写真や現地調査をもとにᥥ画し，その後，部分的

に更新を行ってきたが，土◁崩れなどで道が付け᭰

わることも多い．一方，ᶞᮌの⦾ⱱする地域では空

中写真でⓏᒣ道を明░にㄆ㆑することが難しく，ಟ

正には現地調査がᚲ要となり，迅速にಟ正すること

がㄢ㢟であった．また，Ⓩᒣ⪅の㐼難ཎᅉのトッࣉ

は道㏞いであり，Ⓩᒣ⪅が安全にⓏᒣを行えるよう

に，正☜なⓏᒣ道情報を迅速に提供することがồめ

られている． 
国土地理院では，Ⓩᒣ道情報を迅速にಟ正するた

め，Ⓩᒣ⪅がス࣐ートフ࢛ンなどで取得した⛣動⤒

路情報が，ࣅッࢢデータとして⵳積されていること

に着┠し，2017 年から電Ꮚ国土基本図のಟ正に活用

することとした．本稿ではその取組について報告す

る． 
 
2. 協ຊ協定の⥾⤖ 

近年，ࣁンデ࢕ GNSS 受ಙ機の利用⪅だけでなく，

GNSS 機能つきのス࣐ートフ࢛ンにⓏᒣアࣉリをイ

ンストールして利用するⓏᒣ⪅が急速にቑえている．

ス࣐ートフ࢛ンなどを利用すれࡤ，⮬らṌいた⤒路

情報をㄡでもᐜ易に取得・保Ꮡすることができる．

インターࢿットに᥋⥆できれࡤリアルタイムに地図

を表示することができるが，Ⓩᒣアࣉリを活用して

事前に地図データを保Ꮡしておけࡤ，インターࢿッ

トに᥋⥆できない状況でも⮬らの఩置を地図上で☜

ㄆすることが可能である． 
Ⓩᒣ⪅は，Ⓩᒣ時に取得した⮬らの⤒路情報をⓏ

ᒣコ࣑ࣗࢧ࢕ࢸࢽイトにⓏ㘓し，௰間とඹ有したり，

一般に公開してᴦしࢇでいる．Ⓩᒣアࣉリの利用⪅

がቑえるとともに，Ⓩᒣ⪅のṌいた㌶㊧がࣅッࢢデ

ータとしてⓏᒣコ࣑ࣗࢧ࢕ࢸࢽイトに大量に⵳積さ

れるようになってきた． 
国土地理院では，⛣動⤒路情報のࣅッࢢデータ（以

下「ࣅッࢢデータ」という．）を電Ꮚ国土基本図のಟ

正に有効に活用できないか検討し，2017 年 10 月に

データ提供の協力事業⪅を公ເした．公ເの結果，

Ⓩᒣコ࣑ࣗࢧ࢕ࢸࢽイトを運Ⴀするᰴᘧ会社࣐ࣖレ

コ（以下「࣐ࣖレコ」という．），ᰴᘧ会社࣐ࣖッࣉ

（以下「࣐ࣖッࣉ」という．）の 2 社から応ເがあり，

2017 年 12 月に୧社と「ࣅッࢢデータを活用した地

形図ಟ正のための協力協定」を締結した（写真-1）． 
協定では，国の基本図に表示するⓏᒣ道の正☜性

の向上を図り，Ⓩᒣ⪅の安全性向上を┠ᣦすことを

┠的としている（図-1）． 
これまでに࣐ࣖレコ，࣐ࣖッࣉ୧社が⵳積してい
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るⓏᒣグ㘓は約 300 ୓௳にのぼる．これらの⤒路情

報について，ಶ人が≉定できないように༏名化され

たものを無ൾで提供いただき，Ⓩᒣ道情報のಟ正に

活用できることとなった． 
また，୧社はྛࠎのコ࣑ࣗࢧ࢕ࢸࢽイトで地理院

地図を活用しており，現地での利用のほか事前にᒣ

行計画を立てるといったことも可能である．国土地

理院がⓏᒣ道情報をಟ正することによって，コ࣑ࣗ

イトを㏻じてⓏᒣ⪅へ正☜なⓏᒣ道情報をࢧ࢕ࢸࢽ

提供することができ，Ⓩᒣ⪅の安全・利便性の向上

にᐤ୚することができる（図-1）． 
 

 
写真-1 Ⓩ山道᝟ሗに㛵ࡍる協ຊ協定⥾⤖ᘧ 

 

 
図-1 Ⓩ山ࢺ࢖ࢧ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥとの協定とಟ正のὶࢀ 

 
 データのά用ࢢࢵࣅ .3
3.1 ⛣ື⤒㊰᝟ሗのධᡭ 

データをⓏᒣ道情報のಟ正に活用するにあࢢッࣅ

たり，最初にಟ正⟠ᡤの予ᐹを行う．࣐ࣖレコ及び

࣐ࣖッࣉのウ࢙ブࢧイト，市㈍のⓏᒣ地図，インタ

ーࢿットの情報等を活用し，Ⓩᒣ道の変化情報を把

握する．ಟ正する範囲が決まると，協力事業⪅ 2 社

にデータの提供依頼を行う．その際，Ⓩᒣの✀ูと

して一般のⓏᒣやࣁイ࢟ンࢢとして取得されたデー

タをᣦ定し，ᒾⓏりやἑⓏり等，一般のⓏᒣ道以外

のデータが含まれないように依頼している．また，

積㞷期のⓏᒣではⓏᒣ道をṌいていたか不明なため，

᫓から⛅にかけての無㞷期の時期をᣦ定している． 
提供を受けた⛣動⤒路情報については，⾨ᫍ測఩

で取得されたデータを᥇用し，Ⓩᒣ⪅が⦅㞟した可

能性のあるデータを᤼㝖した． 
 

3.2 データ᳨ド 
3.2.1 ᳨ドᴫ要 
データを活用するに際し，⛣動⤒路情報のࢢッࣅ 

఩置精度検証を行った．検証地区として，Ⲉᇛ┴の

⟃Ἴᒣおたつ▼コース（以下「⟃Ἴᒣ地区」という．

図-2）と長㔝┴のᵕࣨᓅに⮳るᵕἑコース（以下「ᵕ

ἑ地区」という．図-3）を㑅定した．⟃Ἴᒣ地区では

ット࣡ークᆺࢿ RTK 法で取得したデータ，ᴗ ἑ地区

では電Ꮚ国土基本図のᚐṌ道の఩置データを正解್

として，⛣動⤒路情報の点データと比㍑を行った．

なお，ᵕἑ地区ではࣅッࢢデータを Android の搭載

されたス࣐ートフ࢛ンで取得されたデータ，iOS の

搭載されたス࣐ートフ࢛ンで取得されたデータに分

けて検証を行った． 
 

 
図-2 ⟃Ἴ山地区（ࢡࣥࣆⰍ࣡ࢺࢵࢿࡀーࢡᆺ RTK ἲ

によるデータ㸪⥳Ⰽࡀ⛣ື⤒㊰᝟ሗ） 

 

 
図-3 ᵕἑ地区（ࢡࣥࣆⰍࡀᚐṌ道データ㸪⥳Ⰽࡀ⛣ື

⤒㊰᝟ሗ） 

 
3.2.2 ⟃Ἴ山地区 
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⟃Ἴᒣ地区は༡東斜面のᑿ᰿地形であり，పᮌが

生えている（写真-2）． 
検証に使用した⛣動⤒路情報は 2014 年から 2018

年に取得されたもので，⤒路ᩘは 403 本，点ᩘは

22,617 点である．検証結果を図-4 に示す．ࢿット࣡

ークᆺ RTK 法によるデータと⛣動⤒路情報の点デ

ータとの水平఩置のᕪは，ᶆ‽೫ᕪで 4.62m，最大

で 55.34m であった． 
なお，⛣動⤒路情報を年ࡈとに分けて検証した結

果，ᴫね，年が新しくなるにつれてᶆ‽೫ᕪの್が

ᑠさくなるഴ向があった（表-1）． 
 

 
写真-2 ⟃Ἴ山地区の⌧地のᵝᏊ 

 

 

図-4 ⟃Ἴ山地区のẚ㍑⤖ᯝ 
 

表-1 ⟃Ἴ山地区におけるᖺࡈとのẚ㍑ 

⛣ື⤒㊰᝟ሗ

ྲྀᚓᖺ 
㻞㻜㻝㻠 㻞㻜㻝㻡 㻞㻜㻝㻢 㻞㻜㻝㻣 㻞㻜㻝㻤 

㻞㻜㻝㻠㻙

㻞㻜㻝㻤 

⛣ື⤒㊰᝟ሗ

⤒㊰ᩘ 
㻢㻝 㻡㻝 㻣㻤 㻡㻟 㻝㻢㻜 㻠㻜㻟 

⛣ື⤒㊰᝟ሗ

Ⅼᩘ 
㻠㻠㻠㻜 㻞㻟㻣㻤 㻞㻤㻣㻡 㻟㻞㻜㻠 㻥㻣㻞㻜 㻞㻞㻢㻝㻣 

ᶆ‽೫ᕪ㻔㼙㻕 㻡㻚㻥㻡 㻡㻚㻟㻜 㻡㻚㻟㻤 㻟㻚㻤㻢 㻟㻚㻢㻝 㻠㻚㻢㻞 

᭱኱㻔㼙㻕 㻟㻤㻚㻣㻠 㻠㻟㻚㻟㻥 㻡㻡㻚㻟㻠 㻞㻠㻚㻣㻥 㻟㻠㻚㻣㻠 㻡㻡㻚㻟㻠 

 
3.2.3 ᵕἑ地区 

ᵕἑ地区は༡東斜面の㇂地形でᶞᯘ帯であり，Ⓩ

ᒣ道の近ഐにはἙ川がὶれている（写真-3）． 
検証に使用した⛣動⤒路情報は，2017 年に取得さ

れたもので，Android の搭載されたス࣐ートフ࢛ン

で取得されたデータは⤒路ᩘ 411 本，点ᩘは 41,508
点，iOS の搭載されたス࣐ートフ࢛ンで取得された

データは⤒路ᩘ 538 本，点ᩘは 33,563 点である．検

証結果を図-5 に示す．電Ꮚ国土基本図のᚐṌ道デー

タと⛣動⤒路情報の点データとの水平఩置のᕪは，

Android のデータではᶆ‽೫ᕪで 6.78m，最大で

56.53m，iOS のデータはᶆ‽೫ᕪで 6.84m，最大で

59.67m であり，Android と iOS では大きなᕪはㄆめ

られなかった． 
 

 
写真-3 ᵕἑ地区の⌧地のᵝᏊ 

 

 
図-5 ᵕἑ地区のẚ㍑⤖ᯝ

 
3.3 ಟ正࡬の㐺用 
検証を行った⟃Ἴᒣ地区とᵕἑ地区 2 地区につい

て，図-4 及び図-5 のとおり，⛣動⤒路の分布が中心

付近に明☜なピークがあることがわかった．୧地区

のᶆ‽೫ᕪは，いࡎれも 2 ୓ 5 千分 1 地形図の఩置

精度（平面఩置のᶆ‽೫ᕪ 17.5m 以ෆ）であった．

⟃Ἴᒣ地区でもᵕἑ地区でも㍑ᕪが 50m を㉸える

ようなデータもあったが，⛣動⤒路情報から中心線

を⟬出してಟ正に利用することによって，25000 レ

ベルの電Ꮚ国土基本図のⓏᒣ道をಟ正することが可

能である． 
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なお，2017 年に取得された Android 及び iOS のデ

ータでは大きなᕪがなかったものの，前㏙したとお

り，⟃Ἴᒣ地区では，⛣動⤒路情報が新しくなるに

つれてᶆ‽೫ᕪの್がᑠさくなるഴ向がㄆめられた．

これは，新しい機✀のス࣐ートフ࢛ンでは，GNSS ࢳ

ッࣉの性能が良いためであると推測される．このた

め，ಟ正に使用する⛣動⤒路情報はできる㝈り新し

いものを使用することとした． 
データを活用するに際し，⛣動⤒路情報かࢢッࣅ

ら中心線を⟬出するࣉロࢢラムを開発し，その中心

線をⓏᒣ道のಟ正に利用することとした．その上で，

他の地≀との఩置関係を考៖してⓏᒣ道情報のಟ正

を行うが，≉に等高線や行ᨻ⏺，ᒣᑠᒇ等のᘓ≀と

の関係にὀ意をᡶった． 
図-6から図-8はࣅッࢢデータを活用したⓏᒣ道情

報のಟ正事౛である．◚線がᪧⓏᒣ道，⥳色が⛣動

⤒路情報，ピンク色の実線がಟ正後のⓏᒣ道である． 
 

 
図-6 ಟ正஦౛ 1（ୖ㧗地㹼ᓅἑᑠᒇ） 

 

 

図-7 ಟ正஦౛ 2（ඵࣨᓅ ✄Ꮚ（ᒇᑠࡑࡧࡽし㹼‮ 
 

 
図-8 ಟ正஦౛  （のⓏ山道ࢀᢡࡽ࡙ࡘ）3

図-6 の地域について調査したとこࢁ，㞷崩によっ

てᪧⓏᒣ道が崩壊し，Ⓩᒣ道が付け᭰えられたこと

がわかった． 
図-7 は，2017 年 9 月 25 日以前と以降でⓏᒣ道が

付け᭰わっていることがわかった౛である．⤒路情

報の取得日を解析することによって最新のⓏᒣ道の

⤒路を▱ることができた． 
図-8 は，つづらᢡれのⓏᒣ道のಟ正状況を示す．

つづらᢡれのようなⓏᒣ道の場合には⛣動⤒路情報

の点分布で⣽かなⓏᒣ道の形状をุูするのは困難

である．そのため，ಶࠎの⤒路情報から⤒路の≉ᚩ

を把握して中心線を⦅㞟し，Ⓩᒣ道をಟ正した． 
 

 のಟ正状況࡛ࡲࢀࡇ 3.4
2018 年 2 月から上高地地域，ඵࣨᓅ地域において

データを活用したಟ正を開始し，2018ࢢッࣅ 年 3 月

には୧地域のಟ正データを地理院地図で公開した

（図-9）． 
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図-9 ୖ㧗地地ᇦ（ୖ）ཬࡧඵࣨᓅ地ᇦ（ୗ） 

 
また，2018 年 6 月に「ᯇཎ†」，「ⶑ⛉」，「✑高ᓅ」，

「上高地」を，7 月に「ඵࣨᓅ東部」，「ඵࣨᓅ西部」，

「㬅ตᒣ」，「仙୔ࣨᓅ」，「ᵕࣨᓅ」の 2 ୓ 5 千分 1
地形図をห行した．2018年 4月からは日本アルࣉス，

ᒇஂᓥのほか日本全国の୺要なᒣ域を対象として，

データを活用したⓏᒣ道情報のಟ正を実施しࢢッࣅ

ている． 
 
3.5 ᪥ᮏ山ᓅ఍との協定 
，データを活用してಟ正を行っているなかでࢢッࣅ 

Ⓩᒣ道とᒣᑠᒇとの఩置関係やᗫ道について，ࣅッ

データだけではಟ正が難しい⟠ᡤがあることがわࢢ

かってきた． 
図-10 はⓏᒣ道とᒣᑠᒇの఩置関係を示す事౛で

ある．図中の㉥୸部分のように，ᒣᑠᒇ付近でⓏᒣ

⪅が滞␃することで多ᩘのデータが⵳積されるため，

その࿘㎶にᒣᑠᒇがᏑᅾすることは推定できるが，

ᑠᒇの఩置を≉定することは困難である． 
 

 

図-10 Ⓩ山道と山ᑠᒇの఩置㛵ಀ（ᒇஂᓥ ᾷᕝᑠᒇ） 

このようなࣅッࢢデータだけではุ᩿できない事

౛について，公益社団法人日本ᒣᓅ会（以下「日本

ᒣᓅ会」という．）から情報の提供を受けることとし

た．日本ᒣᓅ会とは，地形図におけるⓏᒣ道情報の

正☜性を⥔ᣢ・向上させ，Ⓩᒣ⪅等の安全性向上の

ために「Ⓩᒣ道情報の交換に関する協力協定」を平

成 22 年 3 月に締結している．この協定に基づいて，

日本ᒣᓅ会に設置された国土地理院対応WGの方ࠎ

から，これまでも情報提供を受けていた．ࣅッࢢデ

ータを活用したⓏᒣ道情報のಟ正においても，ಟ正

した⟠ᡤを☜ㄆしてもらい，現況と異なっていると

こࢁがあれࡤ情報を提供いただいている．また，ᗫ

道情報やᒣᑠᒇがなくなっているなどの情報も合わ

せて提供いただいており，ಟ正に活用している． 
 

 とめࡲ .4
，データを活用したⓏᒣ道情報のಟ正によりࢢッࣅ 

従来の空中写真や現地調査によるಟ正と比㍑して飛

㌍的にಟ正効率を上げることができた． 
2018 年度は日本全国の୺要なᒣ域を対象にಟ正

を行ったが，ḟ年度以降はそれ以外のᒣ域まで対象

を広げて引き⥆きಟ正を行い，正☜なⓏᒣ道情報を

迅速に提供することで，Ⓩᒣ⪅の安全と利便性向上

に貢献していく． 
（公開日：平成 31 年 3 月 18 日） 
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